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内部統制システム構築の基本方針の一部改定に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成27年４月24日開催の取締役会において、内部統制システム構築の基本方針について、下記の

とおり一部改定することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、変更箇所は下線で示しております。 

 

記 

 

1 取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

① ポプラグループ企業行動憲章を定め、取締役及び使用人が法令・定款及び社会規範を遵守した行動を

とるための行動規範とする。 

② 法令・定款及び社会規範に違反する行為を早期に発見し、是正することを目的として、公益通報者保

護法に対応した内部通報処理規程を定め、組織的・個人的な法令違反行為等に関する相談または通報の

窓口としてコンプライアンス相談室を設置する。 

③ 業務執行部門から独立した内部監査室により、コンプライアンス体制の整備及び向上を図ることとす

る。 

④ 取締役は当社における重大な法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事実を発見した場合に

は直ちに監査役に報告する。 

⑤ 監査役は当社の法令遵守の体制に問題があると認めるときは、意見を述べるとともに、改善策の策定

を求めることができるものとする。 

2 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

  文書管理規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書または電子的媒体（以下、文書等という）

に記録し、検索性の高い状態で保存・管理する。取締役及び監査役は、常時これらの文書等を閲覧でき

るものとする。 

3 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

① コンプライアンス、環境、災害、商品、情報セキュリティ等に係るリスクについては、それぞれの担

当部署にて、ガイドラインの制定、マニュアルの作成・配布等を行うものとし、全社的対応は総務部が

行うものとする。  

② 新たに生じたリスクについては、代表取締役社長を委員長とするリスク・コンプライアンス委員会に

おいてすみやかに担当部署を定める。また、リスク・コンプライアンス委員会は組織横断的にリスク状

況を監視し、各部署毎のリスク管理の状況を監査して、その結果を定期的に取締役会に報告する。 



4 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

① 経営上の最高意思決定機関である取締役会を基本的に月１回開催するほか、取締役並びに本部長、室

長により構成される本部長連絡会を毎月１回開催し、経営上の課題の迅速な解決を図るとともに、重要

な事項についての報告、審議を行うものとする。 

② 取締役会の決定に基づく業務執行については、組織規程、業務分掌規程において詳細を定める。 

5 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

① 当社及びグループ各社全体における内部統制の構築を目指し、総務部は各関連部署と調整をはかりな

がら、グループ各社への指導・支援を実施する。 
② 当社の内部監査室は、関係会社管理規程に従い、グループ各社の内部監査を実施し、法令違反その他

コンプライアンスに関する重要な事項を発見した場合には、監査役に報告するものとする。 

6 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項 

① 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合には、監査役と協議の上、必要な人員

を配置する。 
② 当該使用人の人選、異動、人事評価及び懲戒についてはあらかじめ監査役の同意を得たうえで実施す

るものとする。 
③ 当該使用人の指揮命令権は監査役に属するものとし、取締役からの独立性に配慮する。 

7 当社及び子会社の取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制 

① 取締役及び使用人は、監査役に対して、当社及び当社グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事

項に加え、重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、重大な法令・定款違反、その他コンプライ

アンス上重要な事項をすみやかに報告する。 

② 前記に関わらず、監査役はいつでも必要に応じて、取締役及び使用人に対して報告を求めることがで

きることとする。 

③ 監査役に報告した者に対する、降格、減給その他不利益な取扱いを禁ずるとともに、通報内容につい

ては秘密として保持するものとする。 

8 その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

① 監査役会による各業務執行取締役及び重要な各使用人からの個別ヒヤリングの機会を設けるとともに、

代表取締役社長、監査法人それぞれとの間で定期的に意見交換会を開催する。 

② 監査役は、取締役会や本部長連絡会、リスク・コンプライアンス委員会などの重要な会議に出席して、

業務執行に関する重要な文書を閲覧するとともに、必要に応じて、取締役及び使用人に説明を求めるこ

とができる。 

③ 監査役は、内部監査室から定期的にモニタリングの実施報告を受けるなど、内部監査室との緊密な連

携を保ち、効率的な監査を実施するための体制を確保する。 

④ 監査役がその職務の執行について必要な費用の前払いまたは償還等の請求したときは、速やかに当該

費用または債務を処理する。 

 

以 上 


